
巻頭言  ……………………………………… １
福マネットリレー“結”…………………… ２
新しい生活様式による地域協議会の活動… ２
組織体制の見直し…………………………… ３
オンライン研修の感想……………………… ３
試験結果とお知らせ………………………… ４

◆菊地会長から皆様へ

◆安達地方の“結”

◆コロナ禍の福島市から

◆会員の支援体制を充実

◆進む研修の「新常識」で更なる向上を

目
　
　
次

ハ
イ
ラ
イ
ト
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福島のケアマネ  ネットワーク

「福マネット」とは“福島のケアマネジャーのネットワークを深めていこう！”という思いが込められています。
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会長　　　　　

菊 地 健 治

てまいりたいと考えていますが、より一層
の感染拡大防止を図りたいと考え、オンラ
イン研修の充実や各地域での小集団（30名
程度）での集合研修を実施していく予定で
す。会員の皆様が参加しやすい開催方法で
受講の機会を多くしていけると思われます。
　当協会としても会員の皆様のためにも実
現を進めていますので、開催の際はぜひと
も受講参加をしていただければと思ってい
ます。
　また、本年度は介護報酬改定で皆様もお
忙しい年度初めになっていることかと思い
ますが、当協会としても説明会を開催して
会員の皆様へ情報の発信をさせていただき
ます。
　本年度は役員改選となり、新たな役員構
成となりました。コロナ禍の協会運営を担っ
ていただくために実務型の新たな組織編成
をし、体制の強化と会員の皆様への支援強
化を図っていけるような協会組織としてい
きたいと思っております。
　新たな取り組みとしては、書籍編集委員
会を設置し、会員の皆様のケアマネジメン
ト業務に少しでも役立てていただけるよう
な書籍を年度内には発刊していくことを目
指しておりますので、楽しみにお待ちいた
だければと思います。
　最後になりましたが、コロナ禍での新し
い生活様式の中での新しい研修様式などと
協会運営も新しい様式へと変換していきま
すのでよろしくお願いいたします。

巻 頭 言

　会員の皆様には、当協会の運営にご理解
とご協力を賜り感謝申し上げます。
　新型コロナウィルス感染拡大が収まらな
い状況が続き、コロナ禍というトンネルの
出口が見えていない状況です。トンネルの
中を如何にして出口に辿り着けるかのため
に、3密を避ける、マスクの着用、会食の自
粛など、これまでの生活とは違った新しい
生活様式となってきました。
　このような状況下、皆様には利用者を護
るためにいろいろな制限の中で、最大限の
支援をしていただいていることに頭が下が
る思いです。
　さて、新しい生活様式の取組が必要な当
協会の事業は各種研修事業となります。確
かに研修は多くの人が集まり、3密になりや
すくなるところとなります。
　当協会としては、以前にもお話いたしま
したが、「一般社団法人福島県介護支援専門
員協会により催される研修会等における新
型コロナウィルス感染対策に関する基本方
針について」により、令和2年度は研修を開
催してきました。本年度も同様に開催をし



（ 2 ） 第 22 号福マネット

いかにして感染リスクを回避するためにどのよう
な形で事業を実施するのが適しているのか、更に
は会員同士のコミュニケーションが活発に行われ
るようにサポートする仕組みを構築したく、その
仕組みつくりを工夫し検討を続けます。
　また、介護報酬改定の年である本年は改定の趣
旨に沿った研修の機会を設けます。福島県介護支
援専門員協会の協力をいただきながら、新型コロ
ナウイルス感染症や大規模災害が発生する中で「感
染症や災害への対応力強化」、団塊の世代の全てが
75歳以上となる2025年に向けて、2040年も見据え
ながら、「地域包括ケアシステムの推進」、「自立支
援·重度化防止の取組の推進」、「介護人材の確保·介
護現場の革新」、「制
度の安定性·持続可
能性の確保」に着
目し、地域の介護
支援専門員のウィ
ズコロナ、アフター
コロナを共に考え
たいと思います。

　福島県の中央部に位置し、日本百名山の一つ、
紅葉の名所としても知られる標高1700mの安達太
良山を望みながら、地域の高齢者が住み慣れた「ほ
んとの空の下」で安心して暮らし続けるために、
日々奔走する二本松市、本宮市、大玉村の介護支
援専門員による安達地方介護支援専門員連絡協議
会をご紹介します。
　昨春、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、緊急事態宣言の発令以降は、講師をはじめ、
多数の人々が集合する形態での研修の計画変更を
迫られ、オンライン研修に舵を切ろうとしました
が、会員の多くがオンライン研修を受講できる設
備が整わずに事業を実施することができませんで
した。一昨年も「令和元年東日本台風」の被災に
より、研修会を中止したこともあり、2年連続で当
連絡協議会は事業を見直しせざるを得ない状況が
続いており、会員の皆様には大変申し訳なく思い
ます。しかし、新年度を迎え、役員を改選し、互
いに協力しながら新たな気持ちで地域協議会を運
営する所存です。
　まずは、それぞれの会員が多忙を極める中で、

安　田　晴　絵
安達地方介護支援専門員連絡協議会結結

　集まり顔の見える関係の構築を通して連携の推
進、研修会開催を主としてきました。今までのス
タイルから変わり、コロナ禍で当協議会が取り組
み始めた事業を5つ紹介いたします。
①リモートでの役員会
　ZOOMアプリを使って会議を3回開催。初めは
思うように繋がらず苦戦したが、回数を重ねる度
に意見が出やすくなった。
②コロナ対策委員会発足
　今年度、第1回役員会（ZOOM）において「コ
ロナ対策委員会」を発足した。会員へ委員会の目
的と役割、活動内容を周知し、会員からの意見や
疑問点を集約。行政へ発信と回答の流れを作成。
現在まで7件の質問票·問い合わせを受け、メール
にて包括、居宅、会員へ周知。コロナ対応につい
て行政との協力関係と連携が深まった。
③ユーチューブ配信研修
　ユーチューブ配信にて会員研修を2回開催（7,11
月）。会員へ限定視聴URLとQRコードを案内チラ
シにて郵送。視聴はライブ配信から1週間とした。
視聴回線から60 ～ 70人視聴したと想定（回数は
もっと多い）。参加人数としては以前と変わらな

いが、当日視聴できなくても後日視聴でき良かっ
たとの意見も聞かれた。
④会員のメール登録と登録者への情報提供
　メールにて県協会からのお知らせ、「厚生労働省
介護保険最新情報」やコロナ対策委員会から質問
回答を含め役に立つ情報をタイムリーに通達でき
るようにした。
⑤会員名簿の配布
　仲間意識及び組織力の向上を図れるように会員
名簿を配布。以前から作成したいと準備してきた
ものが実施できた。
　コロナが収束しても、新たに行った取組は活か
されるはずです。新しい時代への転換点であるか
らこそポジティブな視点を持ち、固定観念に囚わ
れずチャレンジしていきたい。まだまだ、会員の
ために何かできることはないかと考えております。

福島市介護支援専門員連絡協議会　会長　田中 嘉章
コロナ禍における福島市ケアマネ協議会での取組について
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進む研修の新常識「オンライン研修」を振り返る
　今年度の主任介護支援専門員研修は、新型コロ
ナ感染拡大のため3か月延期となり、集合研修が5
日間、講義視聴と個人学習の通信学習が36時間と
例年とは異なる形式で実施されました。通信学習
は研修科目ごとに講師の先生方の講義を視聴、講
義の中で個人ワークに取り組むものでした。講師
の先生方の講義は、理解しやすいように配慮して
下さっていることが視聴している私達に伝わって
くるとてもわかりやすい内容で、聞き逃してし
まった際には再生して聞くことができましたし、
仕事の合間など都合のいい時間に視聴することが
でき時間を有効に使うことができたと感じていま
す。個人ワークは自身の振り返りはできましたが、
様々な意見を聞くことを通しての新しい発見や視
野を広げることができなかったことが残念に思い
ました。集合研修は、ソーシャルディスタンスを
保つため長机に1人と、隣の方と気軽に話すこと
が難しい雰囲気でしたが、講義が始まると講師の
先生の熱心な指導の下、積極的に話し合いが進み、
グループワークの楽しさや学びの多さを再確認す
ることができました。コロナ禍の中、不安や戸惑
いを感じながらの研修でしたが、研修開催のため
ご尽力下さいました皆様方に感謝し、主任介護支
援専門員の責務を果たせるよう日々努力していき
たいと思います。
㈱ケアネット会津サービスセンター　福西　真奈美

　ビッグパレットふくし
まにて、令和2年度福島
県介護支援専門員研修Ⅰ、
Ⅱを受講させていただき
ました。コロナ禍という
ことで日程や研修方法が
集合研修のほか通信学習が加わりました。
　通信学習は初めての試みで、動画を視聴しワー
クに取り組むという方法で行われました。動画で
学習するという方法に戸惑いを感じ、自分なりの
学習方法を見つけ積極的に取り組むかが問われる
方法だと思いました。自分のペースで学べ、動画
を見返すことが出来たのは利点であるとも感じま
した。また、集合研修で顔を合わせ、意見を交換
し交流でき講師の先生やファシリテーターの先生
方の話を直接聞くことができ、理解を深めること
が出来ました。これまで集合研修で行えていたこ
とは本当に貴重な機会であったと実感させられま
した。今後、このような研修方法は当たり前になっ
てくると思います。「研修を受けにいく」のでは
なく「自ら学ぶ」姿勢が大切だと感じました。
　このような状況の中、研修を実施し学びの場を
作っていただいた、福島県介護支専門員協会の皆
様、講師の先生方に感謝申し上げます。この研修
で得たものをこれからも業務に生かしていけるよ
う日々努力して参りたいと思います。

㈱ケアネット会津サービスセンター　鈴木　馨

令和３年度の組織体制見直しについて
副会長　吉田　光子

　令和３年度は、協会の新しい事業の創設や会員
への支援体制を充実することを目的として、これ
までの事業全体と体制を見直すことにいたしまし
た。
　まず総務企画部は、組織担当グループ（地域協
議会との連携、会員管理等）、広報グループ（ホー
ムページ及び広報誌）、ケアマネジメントグルー
プ（ケアプラン適正化事業、制度改正への対応等）、
災害対策グループ（平時の対応や組織としての対
応、地域の実情把握等）とし、それぞれのグルー
プの役割の明確化を図りました。
　次に研修部は、企画グループと運営グループに
分かれて、法定研修に限らず会員へ向けた研修

全般に対して、提言や実施方法を明確化していき
たいと考えております。特に法定研修に関しては、
新しい生活様式を踏まえ、地域別開催など開催方
法の見直しを迫られております。
　また新しく書籍編集委員会を設け、当県独自の
事例集の作成や、会員に必要なものを開発してい
きたいと考えています。
　これらの新体制は、理事だけで実現できるもの
ではありません。地域の会員の皆様にも積極的に
関わっていただきたいと考えています。是非とも
みなさまの力を貸してください。会員にとって意
味のある活動を目指していきたいと考えておりま
す。
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　会員登録内容の変更（氏名、住所、所属事業所）、退会、Fネットの停止があるときには、県協会
HP入会方法ページにあるそれぞれの届け出をダウンロードし、記入の上速やかに地域協議会事務局
に提出をお願い致します。
　また、勤務地の変更により、現在所属している地域協議会から移動となる場合には、転出する地
域協議会に退会届を提出し、転入する地域協議会に入会届を提出して下さい。
　その際には、各様式の備考欄に転出する地域協議会名、転入する地域協議会名を記入する欄があ
りますのでそれぞれの届け出に記入をお願い致します。

会員登録内容の変更手続きについて  総務企画部

新型コロナ禍におけるケアマネ試験、本県は120人が合格。

　新型コロナウイルスの影響が避けられない中での試験でしたが、福島県における受験者数は前回か
ら156人増加。合格者数も13人増えました。
　厚生労働省より、次回の介護支援専門員実務研修受講試験を10月10日（日）に実施との発表があり
ましたが、一昨年から、深刻な被害をもたらした豪雨災害や新型コロナウイルスの流行により、受験
に臨む環境は厳しく変化しています。
　今年度は試験が無事、円滑に実施されることを祈念します。

第23回（令和2年度）介護支援専門員実務研修受講試験の結果について

受験者数　908人（752人） 合格者数　133人（120人） 合格率　14.6％（16.0%）

　福島県より受託しております介護支援専門員法定研修「専門Ⅰ研修」「専門Ⅱ研修」「主任介護支
援専門員研修」「主任介護支援専門員更新研修」は新型コロナウイルス感染防止の観点から実施方法
が大きく変わっています。
　これまでビッグパレットふくしまで行ってきた集合研修は、各地域の会場を使用し50名程度での
実施を予定します。また令和2年度から、集合研修のほかに通信による個人学習を取り入れておりま
す。詳細につきましては当協会ホームページの現任更新研修ページにあります、令和3年度福島県介
護支援専門員法定研修の手引きをご確認ください。また各研修のお申し込みは手引きに記載してあ
ります申込期間内にお願い申し上げます。
　今後も新型コロナウイルス感染状況等、余談を許さない状況が予想されます。
　研修についての最新情報は当協会ホームページのトップページ「新着情報」に掲載していますの
でこまめにご確認くださいますよう重ねてお願い申し上げます。

令和3年度の法定研修について
法定研修部

（福島県高齢福祉課ホームページより）


